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』に お い て も，“商業お よび流 通研 究 の史 的 展開 ”の冒頭 で「 商業 ・
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て お り ， 従
っ
て 商 業 ・ 流 通 研 究 も そ こ ま で 遡 り 得 る
と 考 え ら れ る
。
」 と し な が ら 乱 た だ ち に 引 続 い て
，
「 し か し
，
今 日 実 際 に 残
さ れ て い る 最 古 の 商 業 文 献 は9 ～10 世 紀 ご ろ ア ラ ビ ア 人 デ ィ ミ ス キ （All ad-Dimisqui
） に よ っ て 書 か れ た 『 商 業 の 美 ， 良 き 商 品 と 悪 し き 商 品 の 知 識 な ら　
7 』
び に 商 品 詐 欺 師 の 偽 造 に 関 す る 指 針 』 と い う 書 物 で あ る と い わ れ て い る
。
」 と
し ，14 ～15 世 紀 頃 イ タ リ ア で 続 出 し た 商 業 な り 流 通 の 端 緒 的 研 究 の 系 譜 に 属
す る も の と の 位 置 づ け が 与 え ら れ て い る
。
こ の 著 作 が ， 「 実 務 上 の 経 験 的 知
識 の 集 成 」 に と ど ま る も の で あ
っ た か ， ま た は
そ れ を 超 え る も の で あ
っ た か
の 評 価 は 別 と し て 乱 そ れ が 商 業 に か か お る 単 な る 断 片 的 な 記 載 の 域 を 超 え
た ， 現 在 ま で に 確 認 さ れ て い る 世 界 で 最 も 古 い 単 行 の 商 業 書 で あ る こ と は 間
違 い な か ろ う
。　All ad-Dimisqi
の 著 作 と い わ れ る ， こ の ア ラ ビ ア の 商 業 書 の 主 要 な 内 容 の
一 っ が ，
商 品 に 関 す る 記 述 で あ
っ て ，
そ れ が 商 品 学 の 先 駆 的 な 文 献 で あ る こ
と を わ が 国 の 商 品 学 界 で 初 め て 指 摘 し た の は ， 柳 川 昇 氏 で あ っ た
。
商 品 学 を
，




体 系 的 商 取 引 学 と の か か お り で 論 じ
た 論 文 ， “ 商 品 学 の 発 達 一 特 に そ の 所 謂 古 典 時 代 を 中 心 と し て ー ” の な
か で ， 「 商 品 に 関 す る 叙 述 は 時 間 的 に 遥 か に 遡 っ て 見 る こ と が で き る 」 と ，
氏 は 述 べ て 「 ペ ソ 白 レ フ に よ れ ば 最 古 の 商 業 学 に 関 す る 著 書 は9 世 紀 よ り12
世 紀 に 至 る ア ラ ビ ア の 商 業 繁 栄 時 代 に 著 わ さ れ た るAll ad-Dimisgi : DasBuch
 des  Hinweises
 auf
 die　Schonheiten   des　Handels und　d 祐Kf
侃 址nis der guten  und schlechten
 Waren
 und  die Fdlschungender Bet
れiiger  an  ihnen で あ り ， 本 書 は そ の 書 名 の 示 す 如 く 商 品 に 関 す る
凡 ゆ る 偽 朧 行 為 の 鑑 別 な る 実 用 目 的 に 照 応 し た る 商 品 の 叙 述 を 以 て そ の 第 一　　
8 ）
部 と な し た と 云 わ れ 」 と 紹 介 し て い る
。　
こ の 本 が ， 商 品 研 究 の 歴 史 な り 商 品 学 の 生 成 ， 発 展 の 歴 史 を あ と づ け る に
あ だ っ て の数 少 い 貴 重 な 文 献 の一 つ で あ り， そ の表 題 か ら 推 し た だ け で 乱
9）　　　　　　10 ）















文は，いずれ乱Hellmut Ritter　 の論文，Ein，arabisches　Ha け,dhuch　　　
13）der









したがって,   AH    ad-Dimi:Sqiの商業書の全容をとらえようとするために











りながら，All" adしDimi如i とい う表示 のほかにA に)imisqui   (Penndorf,佐








    'All  ad-Dimisqi としるされており,   Wiedemann によれば，そ
17)
れは，Scheich を別掲したうえ, Abu'l Fadl Ga'far Ibn ‘All al Dimaschqi
と書かれている。　Scheih
またぱScheich とは，家長，族長の尊称，abu 1 ……b，Abu'l …
…Ibn　とは，父，誰々の息子といういわゆる父称であり，Fadl　 とは優れた
という意味の敬称で あ る か ら，これらを省略すれば，この部分は，父，ガ






ガファールの息子，ダマスクのアリーとい うこ と に な る。レオナルド・ダ
・ヴィソチは， ヴィソチ村のレオナルドであり，中浜万次郎は，土佐中浜の
万次郎であるように，ダマスクのアリーは，アn  ーと名だけを呼ぶことはま
だし 乱 ダマスクの人 という意味にあたる，例えばディミスキという呼名だ
けで，あたかもその姓の如く呼ぶことは好ましくない。　All














時期ないしは著者が活躍していたであろ う時期に関 し，10 世紀mm)  9  ～10












ダ マス ク の アリ ー，AH ad-Dimisqi の著作 とい わ れ る こ の アラビ ア の商





いる＞ のフル タ イ トル は， 次 の よ うな も のであ る。
Kitab  al-i俎ra ila mahasin at-tiga:ra wa　ma'rifat  京ajjid al-a'rad waradi'iha wa 
丘u岫回al-mudallisin f 出a.
このタイトルを，Ritter　は，前述の如く，Das　Buch   des　Hinweisesauf
 die    Schonheiten  des Handel  s　und　die　Kenntnis　der gutenund schlechten
   Waren    und    die   Fdlschungen   der Betr 榴-er   an
23)ihnen
と訳しており，他方,   Wiedemann は，Wer んdes Hinweises aufdie　Vorzuge　des　Handels　und　der　Kenntnis　der　besten
und
schlechten   Qualitdten   der War  en,   sowie die Nachahm 割ngen der　
24)Fdlscher
と訳串している。わが国では，mahasin at-tigara の部分を訳出
したところのSchonheiten des Handels  T商業の美」という部分を採り，
26
いわばメーV  タイトル，あるいは略称で呼ばれている場合がある。ところで，mahasin
という語は,   hasan　よい，きれいな，という意味の言葉から派生
したもので，美点，長所といった意味のほかに功績，効果といった意味も含
まれているので，より一般的概念としては商業の貢献なり役割といったとこ
ろとなろう。また,    ma‘rifat　という語乱 知るところのものであれば知識
であり，知るところのことであれば認識なり識別という意味と亙呪 いずれ










この本は，全体で72ページから成り立っていた模様で,   RitterとWiede-mann
両者の訳出や紹介を総合すると，ほぼ次のような内容構成となってい


































































































こ の 本 が ， 前 に も ふ れ た よ う に ， 二 つ の 手 稿 を 合 わ せ た も の と す る な ら ば ，
そ の 項 目 や 内 容 か ら 推 し 測 る と ， 恐 ら く は ， 財 一 貨 幣 一 商 品 総 論 一 商 品 各 論
ま で の 第 一 部 と ， 財 産 の 取 得 方 法 一 商 業 の 役 割 と 方 法 一 投 機 に 関 す る 警 告 一
資 産 の 保 全 ま で の 第 二 部 と か ら 成 り 立
っ て い る と み る の が お お か か 妥 当 で あ
る ‰ そ し て ， 前 編 に あ た る 第 一 部 は ， ま さ に 商 品 学 的 部 分 で あ り ， 後 編 の
第 二 部 は ， い わ ば 商 業 学 的 部 分 で あ る と 云 え よ う 。 Ritter を は じ め ， こ れ
ま で の 紹 介 者 が 採 っ て い る 円 部 分 の う ち ， 経 済 理 論 的 部 分 や ， 忠 告 的 部 分 と
云 わ れ て い る も の は ， 他 の 二 つ の 部 分 ， 即 ち ， 商 品 学 的 部 分 と 商 業 学 的 部 分
と き り は な し て ， そ れ ら と 併 存 す る 性 格 の も の で は な く ， む し ろ ， 経 済 理 論
的 な 方 法 な り ， 忠 告 的 な 方 法 が ， 商 品 学 や 商 業 学 的 な 部 分 の 内 容 と し て 盛 り
込 ま れ て い る と み な す こ と の 方 が ， 適 当 で は な か ろ う か ．　
＜ な 払 “ 財 産 の 取 得 方 法 ” ま で を 第 一 部 と 解 す る こ と 乱 十 分 に 推 定 し う る ．＞　
筆 者 は ， こ の よ う に ， こ の 本 の 内 容 構 成 を 大 き く 二 分 し て ， 商 品 学 的 部 分
で あ る 第 一 部 と 商 業 学 的 部 分 の 第 二 部 と か ら 成 り 立 っ て い る と 考 え る ． も っ
と 乱 商 品 学 を 広 義 の 商 業 学 の な か に 含 め れ ば ，Ritter の 論 文 の タ イ ト ル の
よ う にeirl  ar 計)isches Handbuch der Handelswissenschaft と な る わ け　
． －　　・




ミ　ー　l四　　　●　　か一!二i..　 ●-●だ が ， 他 万 ， 冊 品 字 的 鄙 分 の 相 対 的 な 独 目 性 を 強 調 ず る 立 場 に 立 つ 単 零 の 側
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こ の本 の冒頭 で， 原 著 者 は， まずmal  （Besitz）〔財，財産〕 とい う語 と，
そ の実 体 （haqiqat al-mal ） にふ れ てい る。 彼 の分類 に よる と， 財 は4 つ の
類 型 に分け られる。　1.
   mal  as 一samit  （Der “vStumme ” Besitz）〔物云わぬ財＝貨幣〕　 こ れは，
金， 銀， な らび に， すべ て の鋳 貨 で あ る。　2.
   'ard  （Die Ware ）〔動産＝商品 狭m ）〕 そ れ自体， 使 用対象 な り販 売対
象 とな る も の。宝 石， 鉄， 銅， 鉛 ，木 材 な ど， そ の他 これ らか らの製品。　3.
    'qar  （Der Grundbesitz ）〔不動産〕　更 に 細 分 さ れmusaqqaf    （iiber-dachter Grundbesitz
）〔家屋類〕 とし て， 家， 旅 館， 露店 ， 浴 場，製 粉 場， 印
刷 所， 製 陶工 場， パ ソ焼 か ま ど， 皮 な め し 工 場， 宮 廷 な ど， とmuzdara　(wirtschafts land)
〔農場類つ とし て，畑，ぶ ど う園，牧 場， 林， 泉 や水 利 権
を ともな う池， な どに分 け られ る。　4.
   hajawan   （Die lebenden Wesen ）［生存物つ　 金， 銀をStumme Besitz
と表現 す る のに対 応 し て，“redenden ”くBesitz 物を 云 う財， とベ ド ゥイン人
は名づけ て いる。 こ れを 三 つ に分け，a.  raqiq  （Sklaven) 奴 隷 （男，女） と，h.







貨を，mal as 一samit （物云わぬ財）と呼ぶこ とである。 原著書自身，後に，
物云わぬ財はなぜ必要か，と貨幣の生成過程とその機能を説明しているが，simt




さらに，同様に，狭義の商品をさす言葉‘ard   （Ware ）,   a'rad  （Waren ）力≒a
十rada   (歩きまわるの意）から成り立っていて， 本来，動くもの＝動産を意
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的 な成 果 とし て 高 い評 価 を え て き た とこ ろ で あ る が, そ こ で は, ま さ し く評 判
30）
どおりの説得力のある，大要次のような順序だてた論理が展開されている。













































































































れぞれの種類ごとにそれを知るため に は， 数多くの方法かおる。 例えば，





























































銀の記述から類推する以外はほとんど手懸りがない0 に反し,    Wiedemann
の方は，宝石，香料の大部分，繊維，金具，食料のうちの代表的な商品につ
いては，その記述の全容を紹介している模様であるが,   Ritter論文で名称だ
けはでているかなり沢山の商品，とくに二次的に加工された商品についての
紹介が省略されているし，不動産や家畜などの生存物についての記載もみあ










またはdurr   （Perle）真珠,  jaqut  （Korund ）鋼玉，zumurrud  （Sma-ragd
）エメラルド,  mas    （Diamant ）ダイヤモソ下，firuzag   （Tiirkis）トルコ
石，margan  （Koralle）さんご，'aq 呵（Karneol）ルビー,    lazward  （Lazurstein
）るり,   八az‘（Onyx ）しまめのう。　　
香料　　　
〔tib   （Wohlgeriiche）芳香〕
イ
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  （Moschus ）Jlf香 ， ‰nbar   （Λmbra ） り ゅ うぜ ん 香, kafur   （Kampfer ）
樟 脳 ， 廠d  （Aloe ） ろ か い,    qaranful     （Gewurznelken ） 丁 字,
     sunbul　
（Narde ）甘 松,    sandal   （Sandelholz ） 白 檀 ，za'faran  （Safran ） サ フ ラ ン 。
〔saqat    as一sagir   （Kleinen Spezereien ）小 薬 香〕ruwand
  （Rhabarber ） 大 黄 。　　
〔saqat al-kabir （groBen Spezereien ）大 薬 香 〕nil
  (Indigo） 藍 ，baqqam   （Sappanholz ） 蘇方 ，fulful   （Pfeffer ） 胡 楸 ，luban
  (Weihrauch ） 乳 香,   mastaki   （Mastixgummi ） マ ス チ ッ ク ・ ゴ ム，dar
 sini at-ta'am   （Speisezimt ） 肉 桂 ，al    （Togariholz ） う こ ん,   za 心
（Ingwer ） し ょ うが ，　zurunbad  （Zitwerwurzel ）義 述 ，hulan ミan  （Galgant ）
良 蓋・qust   （Kostwurij ） ミル ラ・ladan   （Ladumun ） 香 木 ，ihlilig    （Myro-balanum
） 樫 の実 。　
繊 維kagid
  (Papier） 紙,    kattan   （Leinen ） 麻,   qutn   （Baumwolle ） 木 棉 ，suf　
（Wolle ） 当毛,    su'ur as-sat (.Ziegenhaare) 山 羊 の毛 ，ibrisam   （Seid い
絹 ，dib 磁 （A ぶs ） 経 子 ／hazz  （Chazz ）　?  ,  
  sjqlatun   （Cyklaton ）?  ，'attabi
  （Tabin ） タ ビ ネ ッ ト，musma ト（einfarbiger Seidenstoff ） 絹 の 単 色
生 地,   dabiqi   （Dabiqistoff ）　?  ，Sarb    （Scharb ）　?  ,
   nasafi  （Nasafi ）? ,abrad
  （Wollzenge ） 毛 製 品,     lubud  （Filze ） フ ェル ト,    busut,    tanafis　
（Teppiche ） じ ゅ うた ん,     manatir   （Regenmantel ） 雨 衣 ，a ぶilla   （Unter-panzer
） 内 装 衣 。　
金 属armahen
  （Eisen ） 鉄fulad  （Stahl ） 鋼,     nahas-ahmar   （Kupfer ） 銅 ，tutija
  （Messing) 真 鎗 ，isbadruh  （Bronze ） 青 銅,   rasas   （Blei) 鉛 ，qal'i　
（Zinn ）錫 ，zibaq    (Quecksilber ） 水 銀。　
食 料 な ら び に 類 似 品　qamh
  （Weizen ）小 麦,      詐言r    （Gerste ）大 皮,   daq ≒ （Mehl) 穀 粉 ，zeit　
（Oliveol ） オ リ ーブ 油 ，hall   （Essig ）酢 ，siraq   （Sesamol ） ご ま油 ，sabun　
（Seife ） 石 鹸 ，‘asa],     rubub   （Honig und Fruchtsafte ） 密 お よび 果 汁 ，sukkar
油iad　wa ahmar    （weiBer und roter Zucker ） 白 砂 糖 ， 赤 砂 糖 ，fawakih
jabisa （trockene Friichte ）乾 燥 果 実,      lahm wa  sahm   （Fleisch
38　
unt Fett）肉と脂，≒ubn jabis （trockener Kase) 乾燥チニズ, hatab, fahm,　tibn



































イルといえ よう。そして，原著者は，このような品質を, 1. 外観の観察によ
って，イ。美しい，清純な，新鮮な，潤んだ，といった稀々抽象的，観念的な
表現で示した り，n. 一般的な色の濃淡（dichte Farbe ）や，明度（hoch～，tief
～）や，採度（bliite～）をも区別した個別的なさまざまな色調で示してい
るほか， ハ。縞があるとか，穴やこぶがあるとか，丸いかゆがんでいるかと
いった形状についてもふれている。 次いで，2. 手触 り，即ち触感によるレ
滑らかなものか，ざらざらしたものか，軟らかい 七〇か堅いものかというよ
うな点や，3. 各種の香料の香りや，においといった嗅覚への依存は もちろ
んのこと，4. 重さの正確な 秤量による判断 乱 商品検査にあだっての 重要
な手懸 りとしてあげ て い る。5. 麻や木綿など繊維のしなやかさといった，
弾力性なり伸縮性や，ダイヤモンドの堅牢度といった性能的な面も取 りあげ
ているほか，6. ろかいはインド産，りゅうぜん香はオーマソ産が良 い とい



























































さんごは，生産地においては,   10/2  コシフトRatl を基準に取引し，それ
に従って，値付けがされる。その代 り，エジプトやシリアやイラクでは，そ




















それぞれの宝石は，rath  （潤）と呼ばれる。重さが1  M ト1 mitqal =約4.5g）
の，このような真珠の価格は，300  Dイdinal）くデナリ……古代pi ーマの銀礼 一・
…による＞，上述の性質をもち，識別ができないほど完全に同じ大 きさ で，lM
ずつの重さを持つ一対の真珠の場合は，700D  以上に値する。一対で1M
の重さのものは，両方で100 D であ り，さらにVsM の重さのもの一つでは
50）20
 Dバ/sM のものは5  D である。」と,その大きさと価格との間の幾何級数的
な関係が示されていて興味深い。
42　
この ように ，個 別 商品 の各 論的 な記述 に おいて は，宝 石 ， 香 料 ，繊 維， 金
属，食 料 といっ た 商 品群 の内部に おい ては， 個 々の商 品記 述 の形 式 や 内容 に
多 くの共 通性 が み られ るが ，異 なる商 品群 相互 の間 では ，既 に 引 用し た 事例
に み られる ように ，そ れぞ れか な り異 なっ た ユニ ー夕な 内容を 持 ち，全 休を
と 粘し て の叙述 様式 の統一 に留 意す る より 乱 紙 数 の関 係 もあ っ てか， むし
ろ， 商 品群 の性格 に対 応 し て，力点 のお きかたを 加え た 叙述 様 式 を採 っ てお
り， そ れが本 書 の特 色 の一つ となっ てい る。し た がっ て， い な， そ れ故 に こ
そ，多 くの商品 学書 に み られ る ような平板 な商 品記 述に 陥 らず に， アラビ ア
商業0 輝かし い 繁栄 の時代 を象 徴す る ような， 当時 の科 学 の水 準 と商人 の経
験や知恵 を集 約し た 躍 動感 にあ ふ れたダ イナ ミッ クな叙 述 と なっ て いる ので
はない だろ うか。　
＜付＞　
本論文は，昭和50 年5 月31 日，福岡で開催され九日本商品学会第26 回全同大会に
おける研究報告を骨子として加箪したものである。　な執 当初の研究計画が大幅に進
捗し， より詳細にわたる内容を報告することができ， かっ予定 よりも早く論文にまと
めることができたのは， 経営学部内規により本年度からともか くも実施されることと
なった特別研究制度の適用をうけたことによる成果 であることを付記しておく。なお，
アラビア語の翻字法はことわりのない限り旧式 では あるがRitter 文献の方式を採っ
た。
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